
は
じ
め
に

明
治
二
十
一
年
十
一
月
二
十
九
日
、
植
村
正
久
は
約
八
ヶ
月
に
亙
る
初
め
て

の
海
外
遊
学
を
終
え
、
英
国
を
離
れ
る
に
際
し
「
此
ノ
勇
敢
不
僥
誠
忠
篤
信
ナ

ル
英
国
ヲ
去
ル
ハ
故
郷
二
帰
ル
ノ
途
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
遺
憾
無
キ
’
一
非
ズ
。
何

レ
ノ
日
力
日
本
ヲ
シ
テ
真
二
東
洋
ノ
英
国
タ
ラ
シ
ム
可
キ
ャ
慨
然
又
憤
然
」
と

日
記
に
記
し
た
が
、
こ
の
海
外
遊
学
に
途
中
か
ら
合
流
し
た
彼
の
教
会
の
長
老

で
も
あ
っ
た
島
田
三
郎
は
、
こ
れ
よ
り
先
、
五
年
前
「
我
国
を
し
て
東
洋
の
英

国
た
ら
し
む
る
は
誰
れ
の
任
ぞ
」
と
い
う
一
場
の
演
説
の
中
で
、
「
我
日
本
国

民
に
し
て
精
神
を
揮
ひ
智
見
を
開
き
天
賦
の
利
を
使
用
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ぱ
此

国
を
し
て
東
洋
の
英
国
た
ら
し
む
る
こ
と
決
し
て
望
む
べ
き
に
あ
ら
ざ
る
な

り
」
と
述
べ
て
い
た
。

こ
こ
で
両
者
に
共
通
す
る
認
識
は
近
代
日
本
の
モ
デ
ル
と
し
て
の
英
国
像
で

あ
る
。
モ
デ
ル
と
し
て
の
英
国
像
の
原
型
は
、
中
村
敬
宇
や
福
沢
諭
吉
に
代
表

さ
れ
る
幕
末
か
ら
維
新
開
化
期
に
か
け
て
英
国
体
験
を
通
じ
て
検
証
さ
れ
た

「
万
事
の
改
革
す
で
に
成
り
た
る
」
国
に
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
福
沢

や
中
村
の
著
作
を
通
じ
て
同
時
代
の
日
本
人
は
、
議
会
中
心
の
立
憲
君
主
制
に

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
思
想
と
植
村
正
久

基
づ
く
政
治
体
制
と
、
個
人
の
自
由
独
立
と
賓
本
主
義
の
発
達
及
び
産
業
革
命

の
成
果
に
よ
り
、
英
国
は
世
界
の
文
明
の
中
心
に
位
済
す
る
と
い
う
認
識
に
至

り
、
英
国
を
モ
デ
ル
と
し
、
こ
の
文
明
の
指
示
す
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
積
極
的

（
１
１
）

に
日
本
の
近
代
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

植
村
や
島
田
の
英
国
像
が
基
本
的
に
こ
う
し
た
幕
末
維
新
期
か
ら
の
延
長
上

に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
同
時
に
彼
等
の
英
国
像
に
は
明
治
国
家

体
制
の
確
立
期
た
る
明
治
二
○
年
代
の
歴
史
的
状
況
が
読
み
込
ま
れ
て
い
た
点

に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

同
時
代
の
歴
史
的
状
況
を
英
国
像
に
読
玖
込
む
と
は
、
明
治
二
○
年
代
と
い

う
時
代
の
転
換
期
の
思
想
的
課
題
を
、
改
め
て
モ
デ
ル
と
し
て
の
英
国
体
験
を

通
じ
て
確
認
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
た
。

幕
末
維
新
期
よ
り
明
治
二
○
年
代
ま
で
、
モ
デ
ル
と
し
て
の
英
国
の
実
像
は

「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
英
国
」
で
あ
っ
た
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
の
六
十
四
年
に

亙
る
治
世
は
、
世
界
に
先
駆
け
産
業
革
命
を
達
成
し
、
不
断
の
植
民
地
の
拡
大

の
努
力
と
、
世
界
の
工
場
と
し
て
産
ゑ
だ
さ
れ
る
工
業
製
品
を
自
由
貿
易
の
旗

印
の
も
と
に
、
世
界
市
場
に
向
け
独
占
的
に
輸
出
し
、
一
八
四
○
年
頃
か
ら
七

○
年
頃
に
か
け
未
曾
有
の
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
栄
光
の
時
代
で
あ
っ
た
。

田

代
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明
治
二
○
年
代
初
頭
に
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
同
時
代
の
言
論
思
想

界
を
リ
ー
ド
し
た
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
徳
富
蘇
峰
の
平
民
主
義
で
あ
っ

た
。
彼
は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ス
ク
ー
ル
の
経
済
的
自
由
主
義
や
国
際
平
和
主

義
あ
る
い
は
ス
・
ヘ
ン
サ
ー
の
社
会
進
化
論
等
の
影
響
や
、
英
国
の
歴
史
と
社
会

構
造
の
分
析
を
通
じ
て
、
国
家
社
会
の
発
展
の
前
提
と
し
て
「
国
民
の
安
寧
と

（
２
）

自
由
と
幸
福
を
主
と
す
る
平
和
主
義
・
自
由
主
義
・
平
等
主
義
」
こ
そ
が
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
を
平
民
主
義
と
し
て
提
示
し
、
そ
の
担
い
手
を
独
立
自
営
の
田

舎
紳
士
を
中
核
と
す
る
中
等
階
級
に
求
め
た
が
、
そ
れ
は
明
治
政
府
の
象
な
ら

し
か
し
、
さ
し
も
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
も
八
○
年
代
後
半
以
降
、
対
外
的
に

は
世
界
市
場
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
と
ド
イ
ツ
と
の
競
争
、
対
内
的
に
は
慢
性
的

な
不
況
や
社
会
不
安
、
あ
る
い
は
工
業
化
や
都
市
化
に
伴
な
う
社
会
問
題
の
発

生
等
、
多
く
の
問
題
を
抱
え
こ
む
状
況
に
あ
っ
た
。

こ
こ
に
は
す
で
に
理
想
郷
の
モ
デ
ル
と
し
て
の
「
英
国
」
の
存
在
の
余
地
は

な
い
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
八
八
○
年
代
と
い
う
時
点
に
お
い
て
植
村
や
島
田
が
日

本
を
し
て
東
洋
の
英
国
た
ら
し
め
ん
と
す
る
意
味
は
、
何
で
あ
ろ
う
か
。
結
論

を
先
取
り
し
て
い
え
ば
、
彼
ら
は
英
国
体
験
を
通
じ
て
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
現

実
の
上
に
二
重
写
し
に
な
っ
た
同
時
代
の
日
本
の
歴
史
的
現
実
を
確
認
し
た
の

で
あ
る
。

本
小
論
は
特
に
植
村
正
久
に
焦
点
を
据
え
、
彼
の
海
外
遊
学
の
折
の
日
記
や

帰
国
後
の
論
説
を
手
掛
か
り
に
、
明
治
二
○
年
代
の
思
想
的
課
題
を
ヴ
ィ
ク
ト

リ
ア
後
期
の
思
想
と
の
関
連
で
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

■■■■■

ず
自
由
民
権
論
者
の
手
段
と
し
て
の
民
権
論
や
、
軍
備
拡
張
主
義
に
対
す
る
批

判
を
内
包
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
認
識
は
同
時
代
の
キ
リ
ス
ト
教
会
の
指
導
者
に
共
通
す
る
も
の
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。

キ
リ
ス
ト
教
会
の
指
導
者
の
多
く
は
国
会
の
開
設
に
よ
り
政
治
的
主
体
の
創

出
と
、
政
治
に
お
け
る
国
民
的
な
合
意
が
結
集
で
き
る
も
の
と
し
て
、
在
野
の

政
治
活
動
を
支
持
し
て
い
た
が
、
同
時
に
そ
う
し
た
政
治
活
動
が
日
常
の
生
活

一
般
の
改
革
を
無
い
が
し
る
に
し
、
旧
態
以
前
の
ま
ま
立
憲
政
体
の
実
現
を
至

上
目
的
と
し
、
国
民
の
精
神
的
改
革
を
軽
視
す
る
風
潮
に
対
し
て
は
、
厳
し
く

批
判
し
て
い
た
。

植
村
の
場
合
こ
う
し
た
批
判
は
、
議
会
制
度
の
先
進
国
英
国
の
状
況
を
見
る

に
つ
け
、
ま
す
ま
す
強
く
認
識
さ
れ
た
。
彼
は
滞
英
中
の
日
記
『
玉
石
集
』
の

一
八
八
八
年
（
明
治
二
十
一
）
八
月
十
九
日
付
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

泰
西
諸
国
一
一
テ
自
由
民
権
ノ
真
二
発
達
シ
タ
ル
ハ
人
々
自
ラ
重
ン
ジ
婦
女

ヨ
リ
牛
走
馬
丁
一
一
至
ル
マ
デ
神
ノ
造
リ
タ
マ
ヘ
ル
人
類
ニ
テ
何
レ
モ
同
等

ノ
モ
ノ
ナ
リ
ト
云
ヘ
ル
感
覚
強
キ
ョ
リ
生
ジ
タ
ル
コ
ト
ナ
リ
。
人
類
ヲ
尊

重
ス
ル
ノ
心
一
変
シ
テ
民
権
論
ト
ナ
リ
ニ
変
シ
テ
議
院
制
度
自
由
ノ
政
体

ト
ハ
ナ
リ
ヌ
。
サ
レ
バ
其
ノ
根
拠
同
ジ
ト
云
う
。
ヘ
シ
。
日
本
一
一
テ
西
洋
ノ

制
度
ヲ
見
聞
ス
ル
モ
ノ
ョ
リ
自
ラ
民
権
ノ
論
モ
国
会
ノ
議
モ
盛
ン
二
起
リ

タ
ル
ナ
レ
ド
西
洋
ト
ハ
其
ノ
順
序
ヲ
異
一
一
シ
テ
議
論
モ
制
度
ヨ
リ
始
マ
ラ

ン
ト
ス
。
自
由
民
権
家
ナ
ン
ド
呼
バ
ル
ル
人
ニ
シ
テ
人
類
ノ
尊
ム
ベ
キ
ヲ

知
ラ
ザ
ル
モ
ノ
多
ク
見
１
．
婦
人
ヲ
（
肉
欲
ヲ
窓
ニ
ス
ル
ノ
器
具
ト
見
倣

ス
ガ
如
キ
其
一
例
ナ
ラ
ン
。
此
ノ
事
〈
目
二
見
エ
ヌ
精
神
ノ
内
部
二
属
ス

ル
モ
ノ
カ
ラ
深
ク
思
〈
ザ
ル
人
〈
左
マ
デ
重
キ
コ
ト
ト
ハ
考
へ
ザ
ル
ナ
ラ

一
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ン
、
然
シ
歴
史
ノ
変
動
制
度
興
廃
等
古
ヘ
ョ
リ
主
義
思
想
ヨ
リ
生
ゼ
ザ
ル

モ
ノ
無
シ
。
人
ノ
貴
サ
ヲ
知
ラ
ズ
福
音
書
ニ
所
謂
神
ヲ
恐
レ
ズ
人
ヲ
モ
恐

レ
ザ
ル
士
子
ノ
如
キ
輩
ノ
ミ
ニ
テ
ハ
真
正
ノ
民
権
ヲ
椎
シ
擴
ム
ル
コ
ト
ハ

根
無
キ
草
ノ
繁
り
難
キ
ー
等
シ
ヵ
ル
。
ヘ
キ
カ
。

こ
こ
で
植
村
は
、
「
政
治
的
自
由
」
が
「
制
度
」
と
し
て
確
立
し
保
証
さ
れ

れ
ば
、
能
事
終
わ
れ
り
と
す
る
自
由
民
権
論
者
の
浅
薄
な
政
治
改
革
論
を
批
判

し
、
「
政
治
的
自
由
」
は
「
制
度
」
に
よ
り
保
証
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

「
制
度
」
を
享
受
す
る
人
間
が
す
べ
か
ら
く
被
造
物
と
し
て
、
神
に
対
す
る
畏

敬
の
念
よ
り
生
じ
る
「
義
務
」
の
観
念
に
裏
打
ち
さ
れ
た
「
真
正
の
民
権
」
に

活
か
さ
れ
て
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た

認
識
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
「
自
由
」
観
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

ル
タ
ー
が
『
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由
』
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
人
間
は
唯

一
絶
対
者
で
あ
る
神
を
信
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
上
の
い
か
な
る
権
威
や
権

力
か
ら
も
解
き
放
た
れ
た
自
由
な
る
主
体
で
あ
る
と
同
時
に
、
神
に
対
す
る
信

仰
に
お
い
て
全
て
の
者
に
奉
仕
す
る
僕
と
し
て
何
人
に
も
従
属
す
る
存
在
で
あ

る
。
植
村
が
「
真
正
の
民
権
」
と
い
う
場
合
、
ル
タ
ー
が
明
ら
か
に
し
た
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
自
由
論
を
前
提
に
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

そ
れ
故
「
真
正
の
民
権
」
と
い
う
土
壌
を
持
た
な
い
「
政
治
的
自
由
」
は
た

と
え
「
制
度
」
と
し
て
確
立
し
て
も
、
生
命
力
を
保
持
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

「
根
無
し
草
」
の
よ
う
に
い
つ
か
は
枯
死
し
て
し
ま
う
こ
と
を
強
調
し
た
。

こ
う
し
た
認
識
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
の
原
理
か
ら
導
き
出
さ
れ
る

と
同
時
に
、
遊
学
中
の
英
国
の
歴
史
か
ら
学
び
と
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
九

月
三
日
付
の
日
記
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
一
節
が
見
ら
れ
る
。

英
国
国
民
ガ
コ
グ
ナ
ヵ
ル
タ
」
ノ
肌
へ
ラ
レ
タ
ル
時
〈
社
会
ノ
有
様
未

ダ
十
分
一
一
自
由
制
度
ヲ
享
受
ス
ル
ニ
適
セ
ズ
大
憲
章
モ
殆
ン
ド
徒
法
ノ
如

ク
見
へ
シ
ヵ
ト
。
英
国
ノ
民
権
発
達
ノ
根
拠
是
二
在
り

彼
は
制
度
と
し
て
自
由
が
保
証
さ
れ
て
も
、
個
々
の
国
民
が
神
に
対
す
る
信

仰
か
ら
「
責
任
主
体
」
と
し
て
政
治
的
、
社
会
的
に
成
熟
し
な
く
て
は
、
折
角

の
制
度
も
単
な
る
「
徒
法
」
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
英
国
の
歴
史
か
ら
学
ん
だ

が
、
同
時
に
彼
は
一
国
の
政
治
社
会
の
状
況
は
、
そ
の
国
の
国
民
全
体
の
質
に

よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
国
家
の
価
値
や
力
も
ま
た
そ

の
国
の
国
民
の
質
に
よ
っ
て
決
る
こ
と
を
、
英
国
体
験
で
学
ん
で
い
た
。
九
月

十
一
日
付
の
日
記
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

夫
レ
水
ノ
性
タ
ル
ャ
低
キ
ー
就
キ
平
面
二
帰
ス
ル
ヲ
常
ト
ス
。
然
し
ド
モ

激
シ
テ
之
ヲ
オ
ド
ラ
シ
ム
ル
ト
キ
ハ
山
二
上
ル
コ
ト
無
キ
ー
非
ル
ナ
リ
。

政
治
卜
社
会
ノ
関
係
亦
之
二
類
ス
ル
モ
ノ
ァ
リ
。
蓋
シ
政
治
〈
社
会
ノ
度

其
ノ
知
徳
ノ
有
様
ヨ
リ
発
達
シ
来
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
政
治
ノ
有
様
〈
社
会
ノ

有
様
ヲ
超
越
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
。
社
会
ノ
重
力
〈
政
治
ヲ
引
テ
常
二
己
ト

同
一
ノ
平
面
二
帰
セ
シ
メ
ン
ト
ス
。
賢
明
ノ
政
治
家
、
有
為
ノ
立
法
者
現

レ
テ
良
法
善
政
ヲ
布
ク
ト
イ
ヘ
ド
モ
其
ノ
社
会
ノ
有
様
未
ダ
其
レ
ト
適
ス

ル
程
度
二
上
り
居
ラ
ザ
ル
ト
キ
ハ
良
法
善
政
ヲ
シ
テ
或
ヒ
ハ
虚
文
タ
ラ
シ

メ
、
或
上
〈
之
二
大
害
ヲ
生
ゼ
シ
ム
ル
コ
ト
ァ
ラ
ン
ト
ス
。
吾
ガ
日
本
〈

政
治
上
ノ
進
歩
ヲ
見
ル
ー
徴
候
日
々
ニ
益
々
多
シ
◎
之
ト
共
二
社
会
ノ
有

様
〈
進
ミ
タ
ル
ャ
否
ャ
。

植
村
は
政
治
と
は
国
民
の
考
え
や
行
動
の
反
映
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
り
、

為
政
者
が
い
か
に
高
い
理
想
を
提
示
し
て
も
、
そ
の
国
の
国
民
が
つ
い
て
い
け

な
け
れ
ば
、
政
治
は
国
民
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
る
し
、
逆
に
国
民

一
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が
優
秀
で
政
治
的
社
会
的
に
成
熟
し
て
い
る
な
ら
そ
れ
に
見
合
う
形
で
政
治
は

適
切
に
運
営
さ
れ
る
と
理
解
し
た
の
で
あ
る
。

「
政
治
ノ
有
様
〈
社
会
ノ
有
様
ヲ
超
越
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
。
社
会
ノ
重
力
〈

政
治
ヲ
引
テ
常
二
己
レ
ト
同
一
ノ
平
面
二
帰
セ
シ
メ
ン
ト
ス
」
と
い
う
表
現

に
、
彼
の
政
治
と
社
会
に
対
す
る
基
本
的
な
認
識
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

し
て
政
治
が
あ
く
ま
で
そ
の
国
の
社
会
の
反
映
で
あ
る
以
上
、
ま
ず
な
に
よ
り

も
肝
要
な
の
は
社
会
を
構
成
す
る
国
民
の
質
で
あ
る
。
植
村
は
国
民
が
優
秀
な

ら
ば
政
治
も
自
ら
優
れ
た
も
の
に
な
り
、
国
民
が
無
知
と
腐
敗
に
留
ま
る
な
ら

劣
悪
な
政
治
が
横
行
す
る
の
は
理
の
当
然
で
あ
る
と
理
解
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
見
解
を
見
る
と
き
、
我
々
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
中
期
を
代
表
す
る

思
想
家
の
一
人
で
あ
り
、
明
治
日
本
に
お
け
る
モ
デ
ル
と
し
て
の
英
国
像
の
形

成
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
Ｓ
・
ス
マ
イ
ル
ズ
の
『
自
助
論
』
命
の
罵
国
①
言
．

一
八
五
九
）
の
翻
訳
『
西
国
立
志
編
』
（
中
村
敬
字
訳
、
一
八
七
一
年
）
の
次

の
一
節
を
思
い
起
す
。

邦
国
の
政
事
は
、
特
に
人
民
各
一
己
の
も
の
会
集
し
て
放
つ
と
こ
ろ
の
回

光
返
照
な
り
。
け
だ
し
人
民
は
政
事
の
実
体
に
し
て
、
政
事
は
人
民
の
虚

影
な
り
。
た
と
え
ば
こ
こ
に
一
国
あ
り
て
、
人
民
の
品
行
劣
悪
な
れ
ば
、

一
時
そ
の
政
事
優
美
な
り
と
も
、
い
く
ば
く
も
な
く
し
て
、
そ
の
政
事
必

ず
退
き
下
り
て
人
民
同
等
の
位
に
至
る
べ
し
。
ま
た
一
国
あ
り
、
そ
の
人

民
の
風
俗
優
美
な
れ
ば
、
一
時
そ
の
政
事
劣
悪
な
り
と
も
、
い
く
ば
く
も

な
く
し
て
そ
の
政
事
必
ず
進
み
上
り
、
人
民
同
等
の
位
に
至
る
べ
し
。

元
来
邦
国
は
、
人
民
に
よ
り
て
成
り
立
ち
た
る
も
の
な
れ
ば
、
人
民
の
性

行
の
集
ま
れ
る
も
の
、
結
果
成
就
し
て
、
律
法
と
な
り
、
政
事
と
な
る
こ

と
な
り
。
さ
る
か
ら
に
、
人
民
と
政
事
と
は
、
そ
の
善
悪
の
位
価
は
同
等

に
し
て
優
劣
な
ぎ
こ
と
な
り
。
た
と
え
ば
水
の
ご
と
し
、
そ
の
昇
降
と
も

に
、
お
の
お
の
そ
の
自
己
の
水
平
に
至
る
こ
と
を
求
む
る
な
り
。
品
格
尊

き
人
民
は
、
品
格
尊
き
政
事
を
も
っ
て
統
治
せ
ざ
る
こ
と
を
得
ず
、
豈
愚

に
し
て
壊
悪
な
る
人
民
は
、
お
の
ず
か
ら
愚
な
る
政
事
を
も
っ
て
管
理
せ

ら
る
る
こ
と
な
り
。
あ
ま
ね
く
古
今
を
察
し
、
成
跡
を
案
ず
る
に
、
邦
国

の
優
劣
強
弱
は
、
そ
の
人
民
の
品
行
に
関
係
す
る
こ
と
多
く
し
て
、
そ
の

国
政
に
関
係
す
る
こ
と
少
な
し
。
（
『
第
一
編
邦
国
お
よ
び
人
民
の
承

（
２
Ｊ
）

ず
か
ら
助
く
る
こ
と
を
論
ず
三
国
政
は
人
民
の
光
の
返
照
な
り
』
）

こ
こ
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
政
治
が
そ
の
国
の
社
会
の
反
映
で
あ
る
と
い
う

認
識
で
、
植
村
の
理
解
が
ス
マ
イ
ル
ズ
の
思
想
と
同
じ
基
調
に
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

植
村
が
『
西
国
立
志
編
』
を
読
ん
だ
と
い
う
確
か
な
証
拠
を
確
認
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
同
書
が
福
沢
の
『
西
洋
事
情
』
と
並
ぶ
明
治
の
大
・
ヘ
ス
ト
セ

ラ
ー
で
あ
っ
た
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
読
ん
だ
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像

に
難
く
な
い
。

し
か
し
問
題
は
読
ん
だ
か
否
か
と
い
う
よ
り
も
、
政
治
と
社
会
の
関
係
に
対

す
る
こ
う
し
た
認
識
が
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
時
代
認
識

で
あ
っ
た
点
で
あ
る
。

英
国
に
お
い
て
は
一
八
三
二
年
の
選
挙
法
の
改
正
以
来
、
産
業
革
命
の
担
い

手
で
あ
る
新
興
中
流
階
級
に
広
く
選
挙
権
が
付
与
さ
れ
、
彼
等
の
動
向
が
英
国

の
政
治
を
左
右
す
る
と
い
う
新
し
い
状
況
が
生
れ
つ
つ
あ
っ
た
が
、
彼
等
は
も

と
も
と
財
産
も
な
け
れ
ば
門
閥
と
も
無
縁
な
、
創
意
と
努
力
の
承
を
頼
ん
で
自

己
の
運
命
を
切
り
拓
い
た
者
た
ち
で
あ
っ
た
。

ス
マ
イ
ル
ズ
の
『
自
助
論
』
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
「
急
進
主
義
の
理
想
を
民
衆

一
一
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一
般
の
日
常
的
倫
理
と
生
活
設
計
の
技
術
と
両
方
に
わ
た
る
、
生
き
方
あ
る
い

（
４
）

は
生
活
の
わ
ざ
と
い
う
次
元
で
、
き
わ
め
て
具
体
的
に
と
ら
え
た
」
こ
と
に
よ

っ
て
、
新
興
中
流
階
級
の
パ
イ
プ
ル
と
な
っ
た
が
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
中
期
以

降
、
彼
等
が
社
会
の
主
役
に
踊
り
で
る
状
況
の
中
で
、
ス
マ
イ
ル
ズ
は
彼
等
、

新
興
中
流
階
級
に
主
役
に
相
応
し
い
政
治
的
社
会
的
に
成
熟
し
た
モ
ラ
ル
を
期

待
し
た
の
で
あ
る
。

同
時
代
の
英
国
は
議
会
政
治
の
大
前
提
で
あ
る
べ
き
選
挙
に
、
お
お
っ
ぴ
ら

な
買
収
供
応
が
横
行
し
、
腐
敗
選
挙
は
代
議
政
体
の
根
幹
を
危
う
く
す
る
事
態

で
あ
っ
た
。
政
治
の
腐
敗
は
国
家
社
会
の
危
機
を
招
来
さ
せ
る
が
、
真
の
危
機

は
そ
う
し
た
事
態
に
絶
望
し
諦
め
る
こ
と
で
あ
り
、
危
機
の
克
服
は
国
民
の
自

立
の
精
神
に
か
か
る
と
し
て
、
ス
マ
イ
ル
ズ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

邦
国
に
自
主
自
立
の
権
あ
る
こ
と
な
れ
ど
も
、
そ
の
自
主
の
基
礎
は
、
人

民
の
性
行
の
上
に
在
る
な
り
。
し
か
し
て
こ
の
人
民
の
性
行
は
、
実
に
衆

志
を
合
わ
せ
、
保
全
を
謀
り
、
邦
国
百
事
を
し
て
上
進
せ
し
む
る
の
担
保

な
り
。
ミ
ル
曰
く
「
覇
政
の
国
と
い
え
ど
も
、
そ
の
人
民
に
筒
を
自
立
せ

る
も
の
あ
る
間
は
、
極
悪
の
徴
候
を
生
ぜ
ず
。
且
つ
な
ん
の
政
体
を
論
ぜ

ず
、
お
よ
そ
人
民
の
自
立
を
圧
壊
す
る
も
の
は
、
こ
れ
を
覇
政
と
い
う
べ

き
な
り
」
（
『
第
一
編
邦
国
お
よ
び
人
民
の
み
ず
か
ら
助
く
る
こ
と
を
論

（
反
切
）

ず
四
邦
国
の
盛
衰
』
）

ス
マ
イ
ル
ズ
は
政
治
は
社
会
の
反
映
で
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら
、
社
会
の
中

核
で
あ
る
新
興
中
流
階
級
の
政
治
浄
化
の
情
熱
や
、
政
治
改
革
の
運
動
を
積
極

的
に
期
待
し
た
の
で
あ
る
。

ス
マ
イ
ル
ズ
の
立
場
を
思
想
的
に
深
め
た
の
は
、
『
自
助
論
』
に
も
引
用
さ

れ
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
急
進
主
義
の
理
論
的
指
導
者
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
で
あ
っ
た
。

ミ
ル
は
社
会
の
健
全
な
発
展
は
、
社
会
を
構
成
す
る
個
人
の
個
性
を
尊
重
し
、

そ
の
多
様
性
を
認
め
る
こ
と
で
あ
る
と
し
、
そ
の
た
め
に
人
間
は
な
に
よ
り
自

由
な
主
体
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
そ
れ
故
、
彼
の
『
自
由
論
』
（
一
八
五

九
年
刊
、
『
自
助
論
』
と
同
年
）
の
最
も
迫
力
に
富
む
箇
所
は
、
思
想
と
言
論

の
自
由
に
対
す
る
擁
護
論
で
あ
っ
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。

そ
の
際
、
ミ
ル
自
身
は
近
代
社
会
に
お
け
る
人
間
の
自
由
に
対
す
る
脅
威

は
、
政
治
的
な
専
制
よ
り
も
、
世
論
と
い
う
名
の
社
会
的
圧
力
に
よ
る
「
多
数

者
の
専
制
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
が
個
性
の
喪
失
と
画
一
化
を
も
た

ら
し
「
衆
愚
」
に
陥
る
危
険
性
を
警
告
し
た
が
、
こ
う
し
た
、
、
、
ル
の
思
想
の
影

響
を
植
村
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

植
村
は
海
外
遊
学
か
ら
帰
国
後
、
そ
の
体
験
を
活
か
す
べ
く
総
合
評
論
雑
誌

（
一
Ｒ
ｕ
）

『
日
本
評
論
』
（
明
治
二
十
三
年
三
月
八
日
、
第
一
号
）
を
刊
行
し
、
キ
リ
ス

ト
教
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
が
、
そ
の
第
二
十
九
’
三
十
号

（
明
治
二
十
四
年
五
月
九
日
、
二
十
五
日
）
「
愛
国
、
輿
論
、
新
聞
紙
」
の
中

で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

群
衆
の
唱
ふ
る
所
必
ら
ず
し
も
是
な
ら
ず
。
人
民
の
声
は
神
の
声
な
り
と

は
、
此
上
も
な
き
妄
語
な
り
。
人
民
の
声
は
、
屡
悪
魔
の
反
響
た
る
こ
と

あ
り
。

こ
の
評
論
は
発
表
の
時
期
か
ら
見
て
、
「
内
村
鑑
三
不
敬
事
件
」
を
め
ぐ
る

も
の
で
あ
る
が
、
彼
は
同
時
代
の
デ
マ
ゴ
ー
ク
的
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
キ
ャ
ン

一
一
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●
ヘ
ー
ン
と
、
そ
れ
に
搦
め
と
ら
れ
た
世
論
に
「
悪
魔
の
声
」
、
即
ち
、
無
知
な

る
大
衆
に
よ
る
「
多
数
者
の
専
制
」
の
危
険
性
を
見
抜
い
た
の
で
あ
る
。
植
村

は
多
様
な
意
見
の
自
由
な
表
明
が
保
証
さ
れ
る
社
会
こ
そ
健
全
で
あ
る
と
い
う

ミ
ル
の
『
自
由
論
』
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

さ
ら
に
、
彼
は
「
世
論
」
の
名
の
も
と
に
「
多
数
者
の
専
制
」
に
引
き
ず
ら

れ
る
同
時
代
の
政
治
家
の
姿
勢
に
対
し
て
も
、
厳
し
く
批
判
し
次
の
よ
う
に
述

べ
る
。

筍
く
も
経
論
の
志
あ
り
と
称
す
る
人
々
に
し
て
、
草
の
風
に
座
き
、
湖
中

の
水
、
其
の
上
を
疾
行
す
る
雲
と
と
も
に
其
の
色
を
変
化
す
る
か
如
く
な

ら
ば
、
其
の
天
下
を
経
営
し
、
人
民
の
治
理
す
る
の
器
に
非
る
こ
と
知
る

べ
き
の
み
。
衆
俗
の
奴
隷
た
る
に
甘
ん
じ
、
輿
論
の
向
背
に
役
せ
ら
る
る

も
の
は
、
国
家
を
治
む
る
価
値
な
ぎ
も
の
と
す
。
奴
隷
に
し
て
、
天
下
を

治
ん
と
擬
す
。
借
越
も
亦
甚
し
か
ら
ず
や
。
（
中
略
）
輿
論
の
中
に
は
玉

石
の
雑
然
た
る
を
見
る
。
以
て
敬
す
可
く
、
ま
た
以
て
賤
し
む
べ
き
も
の

な
り
。
此
の
玉
石
を
識
別
す
る
の
明
な
き
も
の
は
、
為
政
の
智
に
於
て
欠

く
る
所
あ
り
。
之
を
識
別
す
る
も
、
能
く
之
を
導
き
て
、
善
良
の
結
果
を

見
る
に
至
ら
し
む
る
こ
と
能
は
ざ
る
も
の
は
、
為
政
の
伎
価
に
乏
し
と
謂

は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
之
を
知
り
つ
つ
、
目
前
の
利
を
貧
り
、
世
に
阿
り

て
、
己
れ
の
節
操
を
曲
げ
、
妄
り
に
天
下
の
輿
論
に
屈
従
す
る
も
の
に
至

り
て
は
君
子
の
最
も
悪
む
所
と
す
。

植
村
は
同
時
代
の
政
治
家
の
多
く
は
、
百
万
人
と
言
え
ど
も
我
行
か
ん
と
い

う
気
概
に
欠
け
、
一
片
の
政
治
的
信
条
や
信
念
と
無
縁
な
、
た
だ
世
論
に
阿
る

「
デ
マ
ゴ
ウ
グ
の
み
。
之
を
称
し
て
政
治
家
、
国
士
と
云
は
ん
は
、
称
呼
の
穏

当
を
欠
く
こ
と
実
に
甚
し
と
謂
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
見
な
し
、
理
想
の
政
治

家
像
を
次
の
よ
う
に
提
示
し
た
。

真
実
に
時
勢
の
利
弊
を
看
破
し
、
輿
論
の
是
非
を
判
し
、
其
の
隠
微
な
る

意
義
を
了
知
し
、
毅
然
と
し
て
其
の
心
胸
に
覚
悟
せ
る
正
義
を
称
へ
一
面

は
深
く
方
今
の
潮
流
に
同
情
の
念
を
懐
き
、
一
面
は
遠
く
群
衆
に
超
越

し
、
未
だ
見
ざ
る
の
理
想
に
心
酔
し
、
偉
大
な
る
経
輪
の
策
を
方
寸
の
う

ち
に
蓄
へ
、
其
敏
活
勇
猛
な
る
手
腕
は
庸
俗
を
導
き
て
、
一
段
高
尚
な
る

程
度
に
進
ま
し
む
る
を
得
く
し
。
之
を
名
け
て
真
正
な
る
政
治
家
と
称

す
。
設
令
ひ
其
の
力
足
ら
ず
、
若
し
く
は
其
の
時
利
あ
ら
ざ
る
が
た
め

に
、
失
敗
す
る
に
至
る
こ
と
あ
ら
ん
も
、
能
く
己
れ
の
覚
悟
に
忠
誠
を
致

し
、
輿
論
に
屈
せ
ず
、
人
望
に
恋
を
せ
ず
、
堂
々
其
の
確
信
す
る
所
を
唱

へ
、
死
に
至
る
ま
で
変
ぜ
ざ
る
も
の
、
之
を
名
け
て
義
士
仁
人
、
殉
証
者

予
言
者
と
は
称
す
る
な
り
。

同
時
代
の
政
治
家
の
多
く
が
「
デ
マ
・
コ
ー
グ
」
に
陥
る
責
任
は
、
政
治
家
個

々
の
資
質
に
問
題
が
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
同
時
に
植
村
は
政
治
家
を

。
ヘ
ン
の
力
で
指
導
す
べ
き
立
場
に
あ
る
は
ず
の
同
時
代
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に

あ
る
と
見
な
し
た
。

植
村
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
機
能
を
、
歴
史
を
主
導
し
、
社
会
を
形
成
す
る

「
思
想
」
を
「
言
論
・
評
論
」
活
動
を
通
じ
て
伝
達
す
る
こ
と
に
あ
る
と
し
た

が
、
そ
の
際
、
同
じ
く
社
会
形
成
に
与
え
る
と
い
っ
て
も
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に

は
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
と
捉
え
た
。

一
つ
は
「
目
前
の
時
勢
を
覚
り
、
一
時
の
気
運
に
乗
じ
て
、
世
人
の
注
意
を

喚
起
」
す
る
類
の
、
時
流
に
阿
る
デ
マ
・
コ
ー
グ
的
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
り
、

他
は
「
歴
史
の
精
神
を
発
揚
す
る
の
言
論
を
名
け
て
、
経
と
云
ひ
予
言
と
云

ふ
」
類
の
社
会
の
木
鐸
と
し
て
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
っ
た
。

一
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本
来
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
「
正
義
を
以
て
其
の
基
礎
と
な
し
、
邦
家
の
昌

盛
、
人
類
の
発
達
を
以
て
、
其
の
標
準
」
と
す
べ
き
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
時

代
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
「
単
に
商
売
の
主
義
」
に
左
右
さ
れ
、
目
前
の
利
益

を
の
ゑ
追
い
求
め
、
理
想
を
喪
失
し
た
も
の
と
見
な
さ
れ
た
。

彼
は
こ
う
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
「
世
論
」
に
無
知

な
る
大
衆
に
よ
る
「
多
数
者
の
専
制
」
を
見
た
の
で
あ
る
。

近
代
社
会
に
お
け
る
人
間
の
自
由
、
特
に
言
論
と
思
想
の
自
由
に
対
す
る
脅

威
が
「
少
数
者
の
専
制
」
よ
り
も
、
む
し
ろ
無
知
な
る
大
衆
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
る
「
世
論
」
と
い
う
社
会
的
圧
力
に
よ
る
「
多
数
者
の
専
制
」
に
あ
る
と
い

う
ミ
ル
の
思
想
を
、
植
村
は
正
確
に
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

ミ
ル
は
新
興
中
流
階
級
の
利
益
の
代
弁
が
中
後
期
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
「
世

論
」
と
し
て
、
承
認
さ
れ
る
と
い
う
時
代
風
潮
の
中
で
確
立
し
た
「
民
主
政

治
」
を
完
全
無
欠
な
も
の
と
は
せ
ず
、
そ
の
欠
陥
を
政
治
技
術
的
な
工
夫
、
制

度
や
運
営
の
工
夫
（
普
通
選
挙
法
の
拡
大
、
複
数
投
票
制
、
比
例
代
表
制
の
採

用
に
よ
る
知
的
エ
リ
ー
ト
の
議
会
へ
の
登
用
等
）
に
よ
っ
て
補
整
可
能
で
あ
る

と
し
、
ま
た
な
に
よ
り
も
大
衆
を
教
育
的
に
教
化
す
る
こ
と
で
、
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
を
原
理
と
す
る
市
民
社
会
の
進
展
が
歴
史
の
必
然
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た

が
、
同
時
に
植
村
は
、
ミ
ル
と
は
対
称
的
に
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
「
多
数
者
の
専

制
」
に
よ
る
「
衆
愚
政
治
」
と
し
て
こ
れ
を
拒
否
し
、
知
性
豊
か
な
少
数
者
に

よ
る
政
治
、
即
ち
「
才
能
の
貴
族
主
義
」
を
掲
げ
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
予
言
者

と
称
さ
れ
た
ト
ー
マ
ス
・
カ
ー
ラ
イ
ル
か
ら
も
強
い
影
響
を
受
け
て
い
た
。

以
下
、
植
村
に
お
け
る
カ
ー
ラ
イ
ル
の
思
想
の
受
容
に
つ
い
て
見
て
い
き
た

い
。

。
ヘ
ン
サ
ム
や
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ミ
ル
等
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
哲
学
急
進
派
の
思
想

家
た
ち
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
、
擁
護
さ
れ
た
、
快
楽
を
最
高
の
徳
月
と
す

る
功
利
主
義
の
思
想
体
系
は
、
産
業
革
命
の
成
果
の
上
に
世
界
の
工
場
と
し
て

君
臨
す
る
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
社
会
風
潮
に
相
応
し
い
も
の
と
し
て
歓
迎
さ

れ
、
カ
ー
ラ
イ
ル
も
一
度
は
進
歩
と
改
革
を
時
代
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
哲
学

急
進
派
と
共
同
歩
調
を
と
り
議
会
改
革
に
与
っ
た
が
、
彼
は
功
利
主
義
に
基
づ

く
改
革
も
な
ん
ら
実
効
あ
る
成
果
を
あ
げ
得
ず
、
む
し
ろ
功
利
主
義
こ
そ
が
一

般
大
衆
を
し
て
物
質
万
能
へ
と
駆
り
立
て
、
英
国
社
会
の
階
級
分
裂
を
助
長
さ

せ
、
国
民
は
物
質
文
明
に
毒
さ
れ
瀕
死
の
状
態
に
あ
る
と
い
う
時
代
認
識
を
示

し
た
。
特
に
カ
ー
ラ
イ
ル
は
哲
学
急
進
派
に
よ
る
議
会
改
革
に
幻
滅
し
、
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
そ
れ
自
体
に
は
社
会
を
変
革
さ
せ
る
力
は
な
く
、
無
知
な
る
大
衆
を

基
礎
と
す
る
「
衆
愚
政
治
」
よ
り
も
知
性
豊
か
な
才
能
あ
る
少
数
者
に
よ
る
統

治
、
即
ち
「
才
能
の
貴
族
主
義
」
こ
そ
が
瀕
死
の
英
国
社
会
を
救
済
で
き
る
処

方
菱
と
し
、
「
産
業
革
命
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
た
新
し
い
勢
力
は
、
現
実
に
根

ざ
す
と
同
時
に
、
悪
辣
な
利
害
集
団
と
民
衆
の
喧
騒
と
の
両
方
を
無
視
し
得
る

ほ
ど
強
固
な
一
人
格
に
根
ざ
す
政
府
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
安
定
さ
せ
る
こ
と

（
庁
ｊ
）

が
で
き
る
」
と
確
信
し
た
。

植
村
は
こ
う
し
た
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
否
定
者
と
し
て
の
カ
ー
ラ
イ
ル
に
つ
い

（
８
）

て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

民
政
の
潮
流
は
、
人
類
を
総
括
す
る
の
大
勢
な
り
。
其
の
向
ふ
と
こ
ろ
敵

な
く
、
帝
王
も
貴
族
も
、
之
に
従
っ
て
、
其
の
方
向
を
定
め
ざ
る
へ
か
ら

ず
。
一
国
の
民
が
此
の
潮
流
に
捲
か
れ
て
、
民
政
の
方
針
を
取
る
や
、
動

ー

■■■■

■■■■■■
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も
す
れ
ぱ
、
代
議
士
其
の
人
を
得
る
能
は
ず
、
智
な
く
徳
な
く
、
政
治
を

論
す
る
の
資
格
な
く
、
金
力
横
行
の
時
を
僥
倖
し
て
、
政
権
を
左
右
す
る

の
地
位
に
昇
り
、
忌
み
障
る
と
こ
ろ
な
く
、
其
の
際
限
無
き
利
慾
を
違
う

し
、
其
の
傍
若
無
人
な
る
虚
栄
を
張
ら
ん
と
す
。
カ
ア
ラ
イ
ル
は
民
政
を

重
ん
ず
る
の
人
な
り
。
然
れ
と
も
其
の
弊
害
、
此
に
至
る
と
き
は
、
実
に

怖
る
べ
き
も
の
あ
る
を
覚
知
せ
り
。
民
政
の
主
義
は
、
一
人
の
専
制
に
反

対
す
。
ま
た
一
種
族
の
政
権
を
専
ら
に
す
る
に
反
対
す
。
国
民
が
自
ら
政

を
議
し
、
自
ら
政
を
行
ふ
、
之
を
「
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
」
と
称
す
。
カ
ア
ラ

イ
ル
思
へ
ら
く
、
今
や
封
建
の
遺
風
巳
に
廃
れ
、
商
工
の
時
代
将
に
閥
な

ら
ん
と
す
。
所
謂
中
等
社
会
な
る
も
の
、
大
い
に
時
を
得
て
、
高
利
貸
、

両
替
屋
、
質
屋
、
相
場
師
の
輩
挟
を
列
ね
て
、
議
政
堂
に
上
り
来
れ
り
。

我
少
く
し
て
、
家
貧
し
く
、
生
存
競
争
の
間
に
種
々
の
報
難
を
嘗
め
た
れ

ば
、
金
銀
の
欠
く
可
ら
さ
る
と
、
其
の
甚
た
重
ん
ず
へ
き
を
知
る
。
然
れ

ど
も
堂
々
た
る
男
子
の
国
民
に
し
て
ひ
た
す
ら
に
黄
白
を
の
ゑ
貴
孜
之
を

外
に
し
て
は
、
天
も
人
も
、
廉
恥
も
節
操
も
、
品
格
も
威
厳
も
、
一
切
之

を
顧
み
ざ
る
に
至
ら
ぱ
、
何
の
害
か
之
よ
り
甚
し
ぎ
も
の
あ
ら
ん
や
。

カ
ー
ラ
イ
ル
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
否
定
は
、
選
挙
制
度
の
民
主
化
の
結
果
、
議

会
の
構
成
に
変
化
が
生
じ
、
多
数
を
占
め
る
に
至
っ
た
新
興
の
中
流
階
級
の
政

治
動
向
を
「
多
数
者
の
専
制
」
政
治
と
み
な
す
こ
と
か
ら
招
来
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。

選
挙
制
度
改
正
後
の
英
国
の
政
治
状
況
を
分
析
し
一
八
六
七
年
に
刊
行
さ
れ

た
Ｗ
・
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
『
イ
ギ
リ
ス
政
治
体
制
』
は
、
英
国
社
会
に
お
け
る
専

制
的
多
数
を
占
め
る
階
級
は
中
流
階
級
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
現
在
の
「
世

論
」
と
は
貴
族
階
級
や
知
識
階
級
あ
る
い
は
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
と
い
っ
た
有
産

階
層
の
意
見
で
は
な
く
、
中
流
階
級
の
意
見
が
「
世
論
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い

へ
、
ソ
）

る
が
、
カ
ー
ラ
イ
ル
は
中
流
階
級
の
意
見
を
世
論
と
す
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を

「
多
数
者
の
専
制
」
と
し
て
拒
否
し
た
の
で
あ
る
。
カ
ー
ラ
イ
ル
の
中
流
階
級

に
対
す
る
不
満
は
、
貴
族
階
級
や
地
主
階
級
と
い
っ
た
旧
体
制
を
凌
駕
し
て
、

議
会
に
多
数
を
占
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
等
は
自
己
の
利
益
を
追
及
す
る

に
汲
々
で
、
社
会
問
題
化
し
つ
つ
あ
っ
た
労
働
者
や
貧
困
階
級
の
悲
惨
さ
や
窮

状
に
対
し
て
、
な
ん
ら
の
有
効
な
施
策
を
な
し
得
ず
、
か
え
っ
て
階
級
間
の
対

立
を
惹
起
さ
せ
る
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

英
国
の
人
民
は
余
り
に
蓄
財
に
熱
心
し
た
る
が
た
め
か
、
其
の
品
格
を
卑

く
し
、
其
の
精
神
を
倍
か
な
ら
し
め
た
り
。
憶
止
ぬ
る
か
な
、
此
の
拝
金

の
徒
は
今
日
吾
英
国
の
民
を
支
配
し
つ
つ
あ
る
な
り
。
富
裕
な
中
等
社
会

は
民
権
の
名
を
以
て
、
平
民
の
友
と
し
て
、
貴
族
の
特
権
を
破
り
、
着
々

進
ん
で
、
政
権
握
ら
ん
と
す
る
に
至
れ
り
。
然
れ
と
も
額
に
汗
を
流
し
、

粒
を
辛
苦
尚
ほ
且
つ
飢
餓
に
號
ば
ん
と
す
る
労
働
者
の
惨
状
を
省
る
こ
と

無
き
に
似
た
り
。
斯
に
お
い
て
、
富
者
と
貧
者
と
の
間
に
恐
る
へ
き
間
隙

を
生
し
、
嫌
悪
怨
恨
を
以
て
相
見
る
こ
と
と
は
な
り
ぬ
。

新
興
の
中
流
階
級
の
利
益
の
代
弁
が
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
「
世
論
」
と
し
て

承
認
さ
れ
る
時
代
風
潮
の
中
で
、
「
多
数
者
の
専
制
」
を
抑
制
す
る
処
方
蕊
と

し
て
カ
ー
ラ
イ
ル
が
具
体
的
に
提
示
し
た
も
の
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
カ
ー
ラ
イ

ル
は
旧
体
制
の
貴
族
階
級
や
地
主
階
級
の
意
識
の
変
革
に
期
待
し
た
。

蓋
し
平
民
の
勢
力
日
に
月
に
盛
ん
な
る
に
従
ひ
、
貴
族
の
地
位
益
を
薄
弱

に
し
て
、
微
か
に
政
治
上
露
命
を
繋
ぐ
も
の
の
ご
と
し
。
（
中
略
）
貴
族

お
よ
び
地
主
の
輩
、
頭
を
病
ま
し
め
て
、
己
の
地
位
勢
力
を
維
持
せ
ん
と

試
み
た
り
。
（
中
略
）
何
ぞ
必
ら
す
し
も
貴
族
的
の
一
派
を
形
ち
作
ら
ん
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と
す
る
や
。
何
ぞ
国
民
の
全
体
に
同
化
し
て
、
其
の
高
貴
な
る
頭
脳
と
な

ら
ざ
る
や
。
貴
族
た
る
も
の
は
国
民
の
進
歩
、
社
会
の
改
革
を
制
肘
す
る

の
勢
力
と
な
る
べ
か
ら
ず
。
自
ら
奮
っ
て
進
歩
改
革
の
陣
前
に
乗
り
山

で
、
常
に
国
利
民
福
を
興
す
の
先
登
者
た
る
こ
と
を
要
す
。
彼
等
は
宜
し

く
種
族
的
の
争
気
を
脱
し
、
名
誉
財
産
、
才
学
を
挙
げ
て
、
国
民
に
服
事

せ
ん
こ
と
を
務
む
へ
し
。
（
中
略
）
英
国
の
貴
族
を
し
て
党
派
心
を
棄

て
、
忠
実
に
国
民
の
利
益
を
図
ら
し
め
は
、
人
民
は
永
く
其
の
徳
と
す
べ

く
、
貴
族
の
地
位
大
山
の
堅
固
な
る
が
ご
と
く
な
ら
ん
と
す
。

貴
族
階
級
の
意
識
変
革
を
強
調
し
た
カ
ー
ラ
イ
ル
は
、
次
い
で
政
治
に
お
け

る
「
才
能
の
貴
族
主
義
」
の
有
効
性
を
主
張
す
る
が
、
そ
の
部
分
を
植
村
は
次

の
よ
う
に
要
約
す
る
。

何
を
か
良
政
と
云
ふ
。
国
民
の
俊
秀
な
る
も
の
出
で
て
、
賢
明
な
る
政
治

を
布
く
、
之
を
良
政
と
は
謂
ふ
な
り
。
上
に
公
平
に
し
て
蜑
固
な
る
政
府

あ
り
。
下
に
謹
厚
に
し
て
、
法
令
を
貴
重
す
る
の
民
あ
り
。
之
を
治
れ
る

国
と
謂
ふ
。
民
政
主
義
の
人
民
は
固
よ
り
四
民
百
姓
の
同
権
な
る
を
信

ず
。
然
れ
と
も
権
利
の
同
じ
き
は
、
才
知
技
能
其
他
境
遇
の
同
し
き
に
非

す
。
実
際
に
国
を
治
む
る
も
の
少
な
く
し
て
、
治
め
ら
る
る
も
の
多
き

は
、
是
れ
理
勢
の
然
ら
し
む
る
所
な
ら
ん
。

カ
ー
ラ
イ
ル
の
「
才
能
の
貴
族
主
義
」
は
最
終
的
に
「
英
雄
論
」
に
行
き
つ

く
こ
と
に
な
る
が
、
英
雄
に
よ
る
政
治
支
配
の
正
当
性
を
カ
ー
ラ
イ
ル
は
、
人

間
の
唯
一
の
権
利
は
「
賢
明
に
統
治
さ
れ
る
権
利
で
あ
る
」
と
い
う
点
に
求
め

（
皿
）

た
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
曰
く
、
人
民
は
之
を
使
用
す
る
の
力
あ
る
も
の
の
器
具
な
り

と
。
思
ふ
に
カ
ー
ラ
イ
ル
の
説
も
、
其
の
帰
着
す
る
所
を
求
む
れ
ば
、
之

植
村
の
「
カ
ー
ラ
イ
ル
論
」
は
国
会
開
設
に
あ
た
り
強
力
な
指
導
と
能
力
を

発
揮
し
う
る
人
物
の
議
会
へ
の
進
出
を
、
カ
ー
ラ
イ
ル
の
「
才
能
の
貴
族
主

義
」
、
「
英
雄
崇
拝
」
に
託
し
て
待
望
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
彼
の

政
治
社
会
に
お
け
る
英
雄
待
望
は
、
既
存
の
在
野
の
政
治
勢
力
に
対
す
る
失
望

に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
『
日
本
評
論
』
第
７
号
（
明
治
二
十
三
年

六
月
十
四
日
）
「
驚
異
、
嘆
、
及
び
崇
敬
の
念
」
の
中
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。目

を
挙
げ
て
、
在
野
政
党
の
有
様
を
見
よ
。
士
人
互
ひ
に
相
譲
ら
ず
．
情

と
大
い
に
異
な
る
と
こ
ろ
無
か
る
べ
し
。
彼
お
も
へ
ら
く
、
政
権
は
之
を

握
る
に
相
当
せ
る
天
才
を
具
へ
、
教
練
を
歴
た
る
人
に
帰
す
べ
き
筈
な

り
。
俊
秀
の
士
、
天
下
の
英
傑
は
、
理
当
さ
に
権
柄
を
握
る
べ
き
人
な

り
。
彼
等
は
政
治
を
執
る
の
権
利
を
有
す
。
英
雄
の
士
、
至
誠
の
心
を
推

し
、
善
良
な
る
目
的
を
懐
き
て
、
政
を
執
る
と
き
は
、
所
謂
権
力
即
は
ち

権
利
な
り
と
の
語
、
其
の
証
例
を
実
際
に
示
す
こ
と
を
得
く
し
。

カ
ー
ラ
イ
ル
に
よ
る
英
雄
支
配
の
究
極
的
目
標
は
「
神
政
政
治
」
の
確
立
で

あ
る
。
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
、
植
村
は
カ
ー
ラ
イ
ル
の
神
政
政
治
を
理
想
と
す

る
政
治
思
想
に
共
鳴
し
な
が
ら
も
、
彼
は
「
権
力
は
権
利
で
あ
る
」
と
い
う
英

雄
に
よ
る
権
力
の
行
使
を
無
制
限
に
是
認
す
る
結
果
、
「
少
数
の
専
制
主
義
」

へ
の
歯
止
め
を
失
う
危
険
性
を
指
摘
し
、
「
吾
人
は
恐
る
、
此
の
主
義
は
果
し

て
専
制
政
治
の
口
実
と
な
る
も
の
に
非
る
な
き
か
。
之
に
基
き
て
、
歴
史
を
評

し
、
政
治
を
論
せ
ん
と
欲
す
る
と
き
は
容
易
な
ら
ざ
る
過
失
に
陥
る
こ
と
あ
る

に
至
ら
ん
」
こ
と
を
強
調
し
た
。

四
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実
の
た
め
に
屈
従
す
る
所
の
政
党
首
領
は
あ
れ
ど
も
、
其
の
之
を
英
雄
と

し
て
心
服
し
、
先
輩
と
し
て
師
事
す
る
も
の
何
所
に
在
り
や
。
是
は
我
が

国
の
政
界
に
、
グ
ラ
ッ
ト
ス
ト
ー
ン
ビ
ス
マ
ル
ク
の
ご
と
ぎ
、
経
国
済

世
の
豪
傑
在
ざ
る
が
た
め
か
、
或
は
然
ら
ん
。
然
と
も
侮
慢
の
空
気
吾
が

社
会
に
充
満
し
、
人
の
心
術
を
疑
ひ
、
善
行
の
誠
な
る
を
信
ず
る
こ
と
難

く
、
他
人
の
己
れ
に
勝
る
を
忍
ぶ
こ
と
能
は
ず
、
倣
然
と
し
て
一
世
を
脾
睨

す
る
の
風
盛
な
る
は
是
其
の
一
大
原
因
に
非
ず
や
。
ト
マ
ス
カ
ア
ラ
イ
ル

は
英
雄
崇
拝
の
説
教
者
な
り
。
思
ふ
に
吾
ガ
国
今
日
の
青
年
の
た
め
、
否

全
国
民
の
た
め
に
必
要
な
福
音
の
一
つ
は
着
実
穏
当
な
る
英
雄
の
崇
拝
論

な
り
と
す
。

こ
こ
に
い
う
着
実
穏
当
な
る
英
雄
崇
拝
論
と
は
具
体
的
に
何
を
意
味
す
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
植
村
が
強
調
し
た
か
っ
た
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
、
「
真
の
統
治

と
服
従
」
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
彼
に
よ
れ
ば
同
時
代
の
政
治
の
現
状
は
確

（
皿
）

固
た
る
原
理
が
な
い
「
無
主
義
の
世
界
、
無
信
の
世
界
」
そ
の
の
も
の
で
あ
っ

た
。

野
に
在
る
の
政
党
は
各
政
治
上
の
主
義
に
基
く
所
あ
り
と
称
す
。
余
輩
は

喜
ん
で
其
の
然
る
を
信
ぜ
ん
と
欲
す
る
も
の
な
り
。
然
れ
ど
も
実
際
に
就

て
、
其
の
分
合
聚
散
す
る
と
こ
ろ
を
視
る
に
、
其
の
起
因
は
曰
く
地
方
、

曰
く
従
来
の
情
実
、
曰
く
首
領
の
異
同
、
曰
く
選
挙
の
争
ひ
、
曰
く
行
き

懸
り
と
云
ふ
が
ご
と
き
分
子
多
く
し
て
、
其
の
主
義
よ
り
来
れ
る
も
の
甚

だ
少
き
に
似
た
り
。
今
や
厭
ふ
べ
き
情
実
は
磐
石
の
重
量
を
有
し
、
主
義

正
理
は
宛
ら
羽
毛
の
軽
き
に
異
な
ら
ず
。
是
れ
邦
家
の
吉
兆
に
非
ざ
る
な

り
。
此
の
こ
と
き
状
態
の
う
ち
に
在
り
て
、
立
憲
政
体
の
好
結
果
を
収
め

ん
と
欲
す
る
も
豈
其
れ
得
べ
け
ん
や
。
思
ふ
に
吾
が
国
の
た
め
に
最
も
必

要
な
る
も
の
は
上
下
の
人
民
を
し
て
固
く
其
の
主
義
を
執
り
て
動
か
す
、

決
然
と
し
て
其
の
標
準
に
拠
る
の
精
神
を
発
揮
せ
し
む
る
の
一
事
に
在
り

と
す
。

理
想
や
指
導
力
を
喪
失
し
た
政
治
の
現
実
に
、
植
村
は
真
の
統
治
と
服
従
を

忘
れ
た
時
代
の
病
弊
を
見
た
の
で
あ
り
、
「
外
か
ら
の
支
配
」
と
「
内
か
ら
の

服
従
」
と
が
調
和
す
る
も
の
と
し
て
「
着
実
穏
当
な
る
英
雄
崇
拝
」
、
即
ち
カ

ー
ラ
イ
ル
の
政
治
思
想
に
潜
む
専
制
主
義
合
理
化
へ
の
歯
止
め
を
持
っ
た
「
英

雄
待
望
」
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
専
制
主
義
合
理
化
の
歯
止
め

は
、
国
民
の
政
治
的
成
熟
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
国
民
が
政
治
的
に

成
熟
し
て
い
る
欧
米
社
会
で
は
「
英
雄
崇
拝
」
と
「
個
人
の
自
由
独
立
」
と
は

（
胆
）

調
和
し
得
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

欧
米
諸
国
は
独
立
自
由
を
尊
ぶ
。
然
れ
と
も
其
の
人
民
の
英
雄
を
推
尊
す

る
こ
と
、
之
を
吾
か
国
に
比
す
れ
は
更
に
切
な
る
も
の
あ
り
と
謂
は
ざ
る

べ
か
ら
ず
。
彼
等
は
独
立
の
精
神
を
抱
つ
つ
、
長
上
を
敬
ひ
、
英
雄
を
崇

る
こ
と
篤
し
。
蓋
し
お
の
れ
に
優
れ
る
も
の
を
仰
ぎ
尊
む
は
、
決
し
て
卑

劣
な
る
行
ひ
に
非
ら
ず
。
他
人
の
美
を
嫉
み
、
非
難
の
声
高
く
、
賞
揚
の

声
常
に
低
き
も
の
は
以
て
其
の
心
の
賤
き
を
知
る
べ
し
。
英
雄
を
崇
め
、

君
子
を
敬
す
る
の
度
量
を
有
す
る
も
の
は
、
心
に
緯
々
乎
と
し
て
余
裕
あ

る
も
の
な
り
。

要
す
る
に
、
植
村
は
国
民
が
政
治
的
・
社
会
的
に
成
熟
す
る
な
ら
ば
、
専
制

主
義
へ
の
歯
止
め
は
充
分
で
あ
る
と
理
解
し
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

植
村
正
久
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
英
国
の
思
想
家
、
ス
マ
イ
ル
ズ
、
ミ
ル
、

一
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カ
ー
ラ
イ
ル
に
学
び
な
が
ら
、
真
近
に
迫
る
国
会
の
開
設
に
向
け
、
政
治
的
、

社
会
的
に
成
熟
し
た
国
民
の
創
出
と
、
政
治
社
会
の
形
成
に
積
極
的
に
与
っ

た
。
そ
れ
は
自
由
民
権
運
動
後
の
思
想
的
課
題
に
対
す
る
、
キ
リ
ス
ト
教
同
時

代
思
想
家
と
し
て
の
植
村
の
回
答
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
際
彼
の
政
治
思
想
は

本
国
の
英
国
で
は
相
対
立
す
る
思
想
的
立
場
で
あ
る
、
「
多
数
者
の
専
制
」
の

抑
制
と
し
て
の
カ
ー
ラ
イ
ル
の
「
英
雄
論
」
と
、
逆
に
「
少
数
者
の
専
制
」
の

抑
制
と
し
て
の
ミ
ル
の
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
の
調
和
的
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
構

築
さ
れ
、
両
輪
の
上
に
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

（
７
）
エ
メ
リ
・
ネ
フ
著
・
石
上
良
平
訳
『
カ
ー
ラ
イ
ル
と
ミ
ル
ー
ヴ
ィ
ク

ト
リ
ア
朝
思
想
研
究
序
説
』
（
未
来
社
、
一
九
六
八
年
）
二
一
四
頁
。

註

（
１
）
維
新
開
化
期
の
英
国
観
に
つ
い
て
は
、
石
田
一
良
「
日
本
人
の
ヨ
ー

ｊ

ロ
ッ
・
〈
観
の
変
遷
中
（
『
自
由
』
一
九
六
二
年
十
二
月
号
）
参
照
。

ｆ

（
２
）
松
本
三
之
介
『
明
治
精
神
の
構
造
』
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
市
民
大
学
叢
書
、
一

松
本
三
之
介

（
５
）
前
掲
文
庫
本
｛

（
６
）
『
日
本
評
論
』

代
の
植
村
正
久
」

七
九
年
）
参
照
。

前
掲
文
庫
本
六

（
３
）
中
村
正
直
訳
『
西
国
立
志
編
」
・
講
談
社
文
庫
本
五
八
頁
。

（
４
）
松
沢
弘
陽
「
『
西
国
立
志
編
』
と
『
自
由
之
理
』
の
世
界
Ｉ
幕
末
儒
学

・
ビ
ク
ト
リ
ア
朝
急
進
主
義
・
「
文
明
開
化
」
ｌ
Ｌ
（
『
政
治
思
想
に
お

け
る
西
欧
政
治
思
想
』
、
岩
波
書
店
一
九
七
五
年
）
二
九
頁
。

け
る
西
欧
政
治
思
想
』
、

○
頁
。

九
八
一
年
〉
一
一

三

頁
0

を
分
析
し
た
も
の
と
し
て
は
、
拙
稿
「
明
治
二
○
年

（
『
基
督
教
文
化
学
会
年
報
』
第
二
十
五
号
、
一
九

（
８
）
以
下
の
カ
ー
ラ
イ
ル
論
は
全
て
『
日
本
評
論
』
第
十
’
十
一
号
（
明

治
二
十
三
年
七
月
二
十
六
日
、
八
月
九
日
）
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
に
よ

る
。

（
９
）
バ
ジ
ョ
ッ
ト
著
・
深
瀬
基
寛
訳
『
英
国
の
国
家
構
造
』
（
清
水
弘
文

堂
、
一
九
六
七
年
）
三
○
三
’
三
○
四
頁
。

（
Ⅲ
）
バ
ジ
ル
・
ウ
ィ
リ
ー
箸
・
米
田
一
彦
他
訳
『
⑲
世
紀
イ
ギ
リ
ス
思

想
』
（
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
五
年
）
一
四
一
頁
。

（
ｕ
）
『
日
本
評
論
』
第
六
号
（
明
治
二
十
三
年
五
月
二
十
四
日
）

（
胆
）
『
日
本
評
論
』
第
七
号
（
明
治
二
十
三
年
六
月
十
四
日
）

（
国
立
放
送
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
助
教
授
）

一

一
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